
１）３月定例会で一般質問をしました。
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１．資源ごみの持ち去り対策について

２．脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて

資源ごみをトラックで持ち去る行為が増加

傾向にある。職員によるパトロール強化や

警察との連携で、持ち去りを阻止したケー

スもあるとの事だが、発生場所や時間を特

定できないのが課題。例えば、☆青パトの

巡回時間を延長したり、ごみのＧＰＳ追跡シ

ステムを導入してはどうか。

また、近隣市の多くは持ち去り禁止を条例

化しているが本市は未制定。持ち去りがす

ぐになくなる訳ではないが、☆抑止の拠り

所として条例化は必要だと考える。パトロー

ル等の強化と持ち去り禁止の条例化を併せ、

実効性のある対策を講じてほしい。

２０５０年のカーボンニュートラル達成に向

け、市内の中小事業者各位への脱炭素支

援は必須。各種調査によれば、自社の温室

効果ガス等の排出量データを把握している

事業者は約１/４にとどまり、資金面の支援

を求める声も多い。今回、市内事業者と広く

取引する碧信殿と協定を締結し、脱炭素セ

ミナー等を通じて融資や公的補助情報を提

供する取り組みは事業者ニーズとも合致し

ており、鋭意推進してほしい。また、昨年支

援を始めた☆スタートアップとの連携など

「刈谷スタイル」の確立を目指し「オール刈

谷」で取り組んで頂きたい。

足元及び未来に向けた課題について、市の考えを質しました。２件とも☆私の考えと市の見解

は概ねベクトルが合致していました。目に見える効果を出せるかどうか、今後の動向を注視して

まいります。

1/22 刈谷市と碧海信用金庫殿が、市内事業者の

脱炭素に関する支援を協力して行う協定を締結

☆さはらの提言

☆さはらの提言
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分野の凡例: 新=新規、拡=拡充　継=継続　★さはら及び所属会派「市民クラブ」の予算要望が盛り込まれた事業
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 公共施設連絡バス「かりまる」の路線再編及びデマンド交通「チョイソ
コかりや」の実証実験を行う。

継 JR刈谷駅総合改善事業

公共交通再編事業継

継

 JR刈谷駅のホーム拡張、ホームドア設置、コンコース拡張及び改札
増設等の改良工事を行う東海旅客鉄道㈱に補助を行う。

刈谷桜町地区優良建築物等整備事
業

 桜町地内約0.3haの土地に複合施設を整備する民間事業者に対し、
支援を行う。

刈谷豊田総合病院補助事業
 継続的かつ安定的な医療体制確保の為、刈谷豊田総合病院への
補助の拡充を行う。

 市内の市立小中学校及び特別支援学校、市内在住で市外の特別
支援学校に通う児童生徒に教材費等の支援を行う。

アスリート等支援事業

 高校生世代に係る通院医療費を助成するとともに、支給方法を償還
払いから現物給付へ変更する。

 刈谷市駅に隣接する約0.4haの土地に、複合施設を整備する民間事
業者に対し支援を行う。

アジア・アジアパラ競技大会開催事業
 '26年の開催に向け、車いすラグビーテスト大会を実施するとともに、
同大会刈谷市実行委員会を運営する。

 小学校部活動が中止に向け順次縮小される為、各小学校の放課後
子ども教室で、地域と連携した音楽教室を実施する。

防犯カメラ設置補助事業
 個人住宅の屋外に設置する防犯カメラの購入費及び設置費を追加
補助する。

子ども医療費助成事業

災害対策管理事業  避難所に新たに自動ラップ式トイレ等を配備する。

市民だより作成事業
 地区の負担軽減の為、委託業者による配布へ変更するとともに、10
月から月2回を1回発行とする。

ICT活用事業
 kintoneの導入やスマホ教室開催等を通じ、ICTを活用した市民サー
ビス向上や業務効率化を推進する。

スマートシティ推進事業
 スマートシティ推進協議会を民間企業等と運営し、ICT等を活用した
実証実験や、実装に向けたフォローアップを行う。

分野 主な事業名 事業概要

民間住宅省エネ改修等補助事業
 省エネ性能向上を目的とした戸建及び共同住宅の改修経費の一部
を補助する。

産
業
環
境

スタートアップ連携促進事業

企業立地推進事業  依佐美工業団地2期開発区域の企業誘致、整備及び管理を行う。

事業用脱炭素促進設備導入費補助
事業

 省エネ診断により、CO2削減効果が見込まれる設備を導入する事業
者に補助を行う。

市道3－807号線他道路新設改良事
業

教
育
文
化

 市内の中小企業とスタートアップ企業の連携、マッチングイベント、
STATION Aiとの個別相談等を行う。

 依佐美工業団地2期開発に伴い必要となる周辺道路を整備する。

 刈谷駅北口のデッキを桜町交差点方面に145m延伸する。

刈谷広小路A地区優良建築物等整備
事業

 開館から40年以上経過し老朽化した施設や設備のリニューアルに向
けた検討を行う。

放課後子ども教室音楽活動推進事業

継

継

 世界や全国レベルで活躍する本市ゆかりの選手及びチームを発掘
し、PRと支援を行う制度を創設する。

新 学校教材費臨時給付金支給事業

給食調理事業
 物価高騰による食材費上昇分を公費負担することにより、給食の質
を維持しながら給食費の値上げを抑制する。拡

継

新

美術館リニューアル検討事業
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拡 不妊治療費等助成事業
 一般不妊治療に加え、体外受精をはじめとする生殖補助医療と併せ
て実施する先進医療についても助成する。

継

継

継

難聴高齢者補聴器購入補助事業
 聴力レベルが一定以下かつ65才以上等の基準を満たす高齢者の補
聴器購入費用の一部を助成する。

拡

 自立した生活が困難とされる子育て家庭の虐待リスクやヤングケア
ラー発生等防止の為、訪問支援員の派遣等を行う。

新

子育て世帯訪問支援事業

ちょこっとささえあい事業
 高齢者の生活上の困り事を解決する当該事業を、6地区から市内全
域に広げるとともに、利用要件も拡大する。

２）令和７年度当初予算の主な事業をご紹介します。

一般会計の当初予算額は約751億円で4年連続で過去最高を更新、

予算総額は約1,111億円となりました。市税収入は前年比＋5.5％の

388.6億円が計上され、うち個人市民税は＋8.5％、法人市民税は＋

22.1％を見込んでいます。★さはら及び所属会派「市民クラブ」が昨年

提出した予算要望も盛り込まれています。

会計名 今年度予算(億円) 前年度 増減額 伸率

一般会計 751.2 689.0 62.2 9.0%

特別会計 253.0 250.5 2.5 1.0%

企業会計 107.2 107.1 0.1 0.1%

合計 1111.4 1046.6 64.8 6.2%



３）その他の審議事項

２．報酬、税率、料金等の改定～持続可能な行政経営につきまして。

１．常任委員会に提出された各種計画、事業等の概要につきまして。

少子高齢化、急激な物価や光熱費の高騰等を受け、今定例会では市長をはじめ市職

員、市議等の報酬を微増、担い手不足が深刻化する消防団員の退職金を増額する議案

が認定されました。また、これまで低く抑えられてきた国民健康保険税も、一般会計から

の繰り入れ解消を強く求める国の要請に基づき税率を引き上げ、令和８年度には県が示

す標準保険税率に合わせる予定です（引き上げ後も近隣９市中６位で中位程度）。各種

の公共施設の利用料金（産業振興センター、国際プラザ、十朋亭、生涯学習センター、

社会教育センター、総合文化センター他）も、定期見直しの結果値上げとなり、上下水

道料金の引き上げも検討されています。

もはや行政の自助努力だけでは大幅な経費上昇を賄えず、先送りもすべきではないと

の判断より、苦渋の決断となりましたが、持続可能な行政経営の為、ご理解賜りますよう

お願い申し上げます。

このような環境下で、ピンチをチャンスに変えるカギとなるのは『地域経済の更なる活性

化』『イノベーションの創出』だと思います。例えば、リニア開通を見据えた刈谷駅周辺の

再開発、技術革新を生み出すスタートアップの育成、DXやスマートシティ化を通じた効

率的かつ効果的な行政サービスの提供などです。行政と建設的に議論し、知恵を絞って

刈谷の未来を創出してまいります。

今年も多くの計画が策定されました。目標や評価基準の明確化により、関係者が同じ方向に向かい、

資源も効果的に配分できますが、必要に応じて修正する事が、よりよい行政サービス提供につながりま

す。変化に柔軟に対応する、しなやかな行財政運営を提言していきます。

議題名 概要

企画
総務

令和7年度組織機構改正
 教育部に「アジア・アジアパラ競技大会推進室」を設置し、令和8年
度開催に向けて競技会場や各種団体との調整を行う。

第5次刈谷市地域福祉計画
(2025～2029）

 「参加と支え合いで築く 共に暮らせるまち」を基本理念とし、自助、
共助、互助、公助の相互連携により、多様な福祉課題の解決を目指す。

第3次健康日本21かりや計画
(2025～2036）

 健康寿命の延伸（2036年に男性82.55歳、女性85.65歳）を目指し、
健康づくりや生活習慣病の予防等に取り組む。

第３次刈谷市企業立地推進
ビジョン(概ね10年間)

 更なる企業誘致、オフィス需要への対応、産業用地の確保、住工混在の
解消等に取り組み、雇用の確保と本市の持続的発展を促進する。

第３次環境基本計画
(2025～2034)

 脱炭素化や生物多様性の保全など新たな環境課題への対応を踏まえ、
より高い目標の実現を目指し、市民や事業者との連携を強化する。

西境住宅建替事業
 老朽化した西境住宅の建替を１～３工期（2026年から2032年まで）に分
け、順次推進する。

刈谷市立地適正化計画改定
(2018～2042)

 生活に必要な施設や機能を身近に誘導・確保し、歩いて暮らせる「多機
能集約・連携型都市構造」「コンパクトシティ」を構築する。

刈谷市水道事業経営戦略
（令和6年度改定）

 給水収益の減少、物価高騰の影響等により事業環境は急激に厳しさを増
し、数年内の資金ショートが懸念される為、料金改定を検討していく。

刈谷市下水道事業経営戦略
（令和6年度改定）

 物価高騰等により、当初計画と現実に乖離が生じている。経費回収率向
上や基準外繰入金解消の為、使用料単価の引上げを検討していく。

刈谷市子ども計画
(2025～2029）

 こども基本法に定める本計画に基づき、こどもや若者の権利を尊重する
とともに、健全に成長できる環境整備を推進する。

第4次刈谷市生涯学習計画
(2025～2034）

 市民が自ら学び、人生を豊かにできる環境を整備し、コロナ前の水準に
達していない生涯学習活動を再活性化する。

城町図書館跡地施設基本設計
(2027年以降供用開始）

 ワークショップ等を通じて出された意見に基づき、交流・学習スペース
等と児童クラブを併設した新たな施設の建設を進める。

市
民
文
教

建
設

福
祉
産
業



５）市政トピックス

６）最近の活動成果をご報告します。

１/１９、さはらが約１０年前から繰り返し提言してきた★災害時の「ペット同

行・同伴・同室避難」の実証実験（主体：愛知県）が、衣浦小学校で開催されま

した。

今回は、ペット同行避難の基本型である「屋外飼養（屋外の駐輪場等で飼育

し、飼い主や一般避難者とは分離する）」の開設訓練でした。

今回出された課題を県が吸い上げ、あるべき避難体制を構築していく事が

期待されます。引き続き、家族同然のペットとともに避難できる体制を構築して

まいります。

４）市民文教委員会で委員長を務めました。

３/１０ 当委員会が所管する公共施設の利用料金の改定、来年度当初予算等

の議案を審議するとともに、市子ども計画など各種計画の報告を受けました。大

変ボリュームがあり、長時間多くの質疑が交わされた後、原案を可決し閉会しま

した。

持続可能な行政経営の指針「入るを量りて出ずるを制す」との観点からも、値

上げはやむなしとは思いますが、「入る（歳入）」も「出ずる（歳出）」も減り続けれ

ばじり貧です。環境変化に柔軟に対応でき、歳入を増やして歳出を減らす、しな

やかで強靭なまちづくりに取り組んでまいります。

４月より、公立中高一貫校の刈谷高校・附属中学校が開校しました。約１０倍

の難関をくぐり抜けた新入生の皆さんに心よりお祝い申し上げます。

県は導入の狙いとして、答えのない課題に失敗を恐れずチャレンジし、社会に

変化を起こす「チェンジ・メーカー」の育成を掲げています。また、６年間の計画

的かつ一貫性のある教育により、生徒の個性を伸ばす、優れた才能を発見する、

異年齢集団の中で豊かな社会性や人間性を育むとしています。

市議として、皆さんが輝ける未来を創っていきたいと思います。

１．刈谷高校・附属中学校（寿町）が開校しました。

２．すぎな作業所（下重原町）がリニューアルオープンします。

★さはらが提言～刈谷初のペット同行避難訓練が開催されました。

４/２２ 障がいをお持ちの方に就労支援や生活支援を提供する刈谷市立すぎ

な作業所がリニューアルオープンします。

建替えに伴い、受入人数の拡大、建物の高断熱化や省エネ設備導入による

ZEB化、カフェスペース設置など、機能の充実が図られます。利用者各位と保護

者の皆様が安心して心豊かに過ごせる場となる事を期待します。

同作業所は縫製品やコーヒーの制作・販売も行っています。皆様もぜひご購入

頂き、事業活動をご支援賜ります様お願い申し上げます。
問合せTEL：0566-23-1400

７）いそざき哲史さんを応援しましょう！
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